













　　Matsumoto Kiyoharu worked as a commercial artist for the newspaper Asahi from 1937 to 1957, after 
which he devoted himself to the writing from his early forties and he adopted the pseudonym Matsumoto 
Seicho.  His earliest work Saigo-Satsu was written when he was still working at The Asahi Shimbun in Kokura, 
Kitakyushu City, Fukuoka Prefecture.  The reason why he began writing his first novel Saigo-Satsu was that he 
wanted to escape from reality.  It won the third prize of a contest in 1950 and it was nominated for the Naoki 
literary award.  In this paper, the author describes the social description from 1949 to 1951 and analyzes his 
first three novels, Saigo-Satsu, Kagero, and Kuruma-Yado.  According to the analysis, he is said to have already 
established his own style when he began writing novels.
１．昭和 24 年（1949 年）
　昭和 24 年は戦後３度目の総選挙で幕を開ける。（民自 264、民主 69、社会 48、共産 35、国協
14、労農７、その他 29）この年は、国鉄三大ミステリー事件である下山事件（７月６日）・三鷹事件（７











は「フジヤマのトビウオ」(The Flying Fish of Fujiyama) のニックネームをつけられ、敗戦のショック
からまだ立ち直っていない多くの日本人に勇気と感動を与えた。
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２．昭和 25 年（1950 年）
　昭和 25 年になる。『チャタレイ夫人の恋人』（Lady Chatterley’s Lover,…1928）のことから書く。小
山書店は４月 20日に伊藤整 9 を訳者に D. H. ロレンス 10 の著書を出版する。出版後２カ月間の販売





マに三島由紀夫が『金閣寺』11 を、水上勉が『五番町夕霧楼』12 と『金閣炎上』13 を書く。
　６月 25日に朝鮮戦争が勃発する。清張の住む小倉もその後方支援基地となった。今上天皇の家庭
教師を勤めていた E. G. ヴァイニング夫人は『皇太子の窓』（Windows for the Crown Prince,…1952）と
いう本を出した。皇太子の家庭教師になるために日本へ向けて旅立つ 1946 年（昭和 21年）10月１




週刊誌 コーヒー 映画 カレー
ガソリン（1ℓ）
乗用車保有台数












































































































週刊誌 コーヒー 映画 カレー
ガソリン（1ℓ）
乗用車保有台数
昭和 24年 4,223 円 15 円 20 円 40 円 50 円 17.7 円
31,480 台
昭和 25年 4,223 円 15 円 30 円 40 円 50 円 23 円
36,680 台
「西郷札」－生活からの逃避－





























































































　西郷札の筋書き、特に主人公が義妹と出会う後半が樋口一葉 37 の「十三夜」38 と似ているという

















































































































































































































































































































































週刊誌 コーヒー 映画 カレー
ガソリン（1ℓ）
乗用車保有台数
昭和 24年 4,223 円 15 円 20 円 40 円 50 円 17.7 円
31,480 台
昭和 25年 4,223 円 15 円 30 円 40 円 50 円 23 円
36,680 台
昭和 26年 １月 5,500 円
12 月 6,500 円






は昭和三十一年の朝日新聞退社までのことが書かれている。「火の記憶」（『小説公園』1953 年 10 月号）や「父系の指」（『新
潮』1955 年 9月号）「骨壷の風景」（『新潮』1980 年２月号）は清張の私小説と言ってよい。「川西電気出張所」（『文芸春秋』








７… 1922 年（大正 11 年）２月創刊。1953 年頃の発行部数 30 万部。1954 年に 100 万部突破。1958 年新年号は 150 万部
に達する。2010 年は 27万部弱。http://ja.wikipedia.org による。（2010 年９月４日）
８… 物価については次を参考にした。http://www.geocities.jp/showahistory/　（2010 年９月３日）http://homepage3.nifty.
com/~sirakawa/Coin/J068.htm（2010 年９月３日）　http://shouwashi.com/transition-gasoline.html…（2010 年９月 15日）
９… 伊藤整　1905 年（明治 38年）～ 1969 年（昭和 44年）本名、伊藤整（ひとし）北海道生まれ。作家、東京工業大学教授。
後に、伊藤整は 1961 年（昭和 36 年）に「「純」文学は存在し得るか」という『群像』11月号に書いた論考で松本清張
と関わることとなる。
10… David Herbert Lawrence…(1885-1930)　イギリスノッティンガムシャー出身の小説家・詩人。
11…『新潮』1956 年 1月号から 10月号に連載され、同年 10月新潮社から刊行され、翌 1957 年に読売文学賞を受賞する。
12… 1963 年発表
13… 1979 年発表
14… E. G.…ヴァイニング著　小泉一郎訳『皇太子の窓』文芸春秋社　昭和 28年…p.…457














26… 吉田満「小倉時代の武勇伝」『松本清張の世界』昭和 48年 11 月文藝春秋臨時増刊号 pp.…103-104…（吉田満氏は当時朝日
新聞西部本社広告部次長だった。）
「西郷札」－生活からの逃避－
評伝松本清張：昭和 24年～ 26年 （加島　　巧）
－16－ －17－
長　崎　外　大　論　叢 第14号









埴輪史郎（週刊朝日昭和 25年 12 月 24 日号）
32… 朝日新聞　昭和 25年 12 月 13 日付
33… 松本清張「『西郷札』のころ」『実感的人生論』中公文庫 2004 年 p.119
34… 大正八年発表。
35… 松本清張「『西郷札』のころ」『実感的人生論』所収　中公文庫 2004 年　p.…117
36… 松本清張『西郷札』傑作短編集（三）昭和四十年…pp.…473-475
37… 樋口一葉　1872 年（明治 5年）～ 1896 年（明治 29年）東京生まれ、本名、夏子、戸籍名は奈津。
38… 1895 年（明治 28年）12月、「文藝倶楽部」に発表。
39… 徳冨蘆花　1868 年（明治元年）～ 1927 年（昭和 2年）熊本生まれ、本名、徳冨健次郎。
40… 1900 年（明治 33年）3月 3日～ 13日にかけて『国民新聞』に発表され、同年 8月刊行の文集『自然と人生』の巻頭に
収められた。













49… 松本清張「私の小説作法」（毎日新聞　昭和 39年 9月 13日）『松本清張全集』34　文藝春秋　1974 年…pp.…446-447
50… 岩田専太郎（いわた　せんたろう）…1901 年～ 1974 年　東京浅草生まれ。画家。連載小説の挿絵を数多く手がけ、昭和
時代の挿絵の第一人者として知られる。1954 年（昭和 29年）菊池寛賞受賞。
51… 木々高太郎（きぎ　たかたろう）1897 年～ 1969 年…山梨県生まれ。慶応大学医学部卒業。1951 年（昭和 26年）第四期
『三田文学』編集委員。
52… 吉田満『朝日新聞社時代の松本清張―学歴の壁を破った根性の人―』九州人文化の会　昭和 52年　pp.…228-230
53… 松本清張「『西郷札』のころ」『実感的人生論』所収　中公文庫 2004 年　pp.…122-123






56… 神保文夫「北町奉行所「敵討帳」の一写本：寛文・延宝期」によれば、193 件の内、28 件が妻敵討である。名古屋大學
法政論集 223、2008 年 pp.…159-204…
57… 松本清張『半生の記』昭和四一年河出書房新社　pp.…45-46
58… 芥川龍之介「或敵打の話」1920 年（大正九年）五月一日発行の『雄弁』第一一巻第五号掲載。菊池寛「仇討三態」『改造』
大正十年六月。最近では、浅田次郎の「女敵打」（2003 年）（『お腹召しませ』所収　中公文庫 2008 年）も許す結末で作
品を書いている。
59… 大仏次郎　1897 年（明治 30年）～ 1973 年（昭和 48年）神奈川県横浜市生まれ。本名野尻清彦（はるひこ）。代表作に『鞍
馬天狗』シリーズがある。
60… 火野葦平　1907 年（明治 40年）～ 1960 年（昭和 35年）福岡県遠賀郡若松町（現北九州市若松区）で生まれる。本名、
玉井勝則。昭和13年、『糞尿譚』で第6回芥川賞受賞。戦地で行われた受賞式には小林秀雄が赴いた。『麦と兵隊』『土と兵隊』
『花と兵隊』のいわゆる「兵隊 3部作」は 300 万部を超えるベストセラーとなった。
61… 長谷川伸　1884 年（明治 17年）～ 1963 年（昭和 38年）神奈川県横浜市生まれ。「股旅物」の創始者と言われる。
－18－ －19－
62… 松本清張「あとがき」『松本清張全集　35』文藝春秋社 1972 年…pp.…521-522
63… 岩下俊作　1906 年（明治 39年）～ 1980 年（昭和 55年）福岡県小倉市（現北九州市小倉北区）で生まれる。代表作『富
島松五郎伝』（『九州文学』1939 年 10 月号、『オール讀物』1940 年 6月号）は第 11回（1939 年下半期）、12回（1940
年上半期）の 2度直木賞候補になる。この作品は後に『無法松の一生』として映画化された。「辰次と松」で第 13回（1940
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